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国籍別外国人市民数 2022年1月時点
（人） 全人口に占める割合（％）

各務原市内の外国人市民の推移（過去6年間）

統計情報
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順 位 国　籍 2022年 2021年 前年比

1 ブラジル ７６９人 ７９７人 △28人

2 フィリピン ５３２人 ５２８人 ＋４人

3 ベトナム ５１０人 ５２８人 △18人

4 中　　国 ４０４人 ４７５人 △71人

5 韓国・朝鮮 ２８３人 ２９５人 △12人

6 ペルー １８０人 １６９人 +11人

7 その他 ５３１人 ５２４人 +7人

3,209人 3,316人 △107合計
出展：各務原市 市民課



1月31日
第34回
英語スピーチコンテスト

6月3日
新型コロナ拡大防止を外国人市民
に啓発（マスク・ティッシュ配
布）

2021年の各務原

コミュニケーション支援

多 文 化 共 生

生活支援

新型コロナウイルスの影響で中止・延
期・変更した主な事業
・小学生米国派遣事業・語学講座
・企画運営ボランティア会議
・理事会・総会（書面表決）
・国際交流・多文化共生料理講座
・セリトス市高校生交流団受入事業
・英語絵本読み聞かせ
・KIAフェスティバル

第12回
日本語スピーチコンテスト2月28日

昨年に引き続き2021年も、繰り返し押し寄せる新型コロナウイルス
蔓延の波に翻弄された1年でした。各務原国際協会（通称KIA）も、事
業の中止や縮小・見直しを余儀なくされる中、“今できること”、“今や
るべきこと”を模索しつつ事業を展開いたしました。
各務原市の多文化共生と国際交流を担う2021年のKIAの取り組みを振

り返ってみましょう。

入場者を制限しオンラインでも配信

★9/21より国際交流サロンが産業文化センター
1階から６階へ移転

3月30日小学生国際交流体験ツアー



８月中旬から中断していた語学講座再開
・KIA日本語教室
・英会話・中国語・韓国語講座

各種語学教室が再開10月～

12月上旬サンタクロース訪問事業

国際協会を振り返る

多文化共生の地域づくり

英語を通じて自分を表現できる
生徒の育成を目的に開催。
2021年（第34回）はオンライン
配信も行いました。

支援：
各務原ロータリー

クラブ

国 際 交 流

10/8に市の第１回多文化共生推進プラン策定委員会が開催さ
れ、市の本格的な取り組みがスタートしようとしています。
各務原国際協会におきましても市と連携し、コロナ禍ではあ
りますが、可能な限り、多文化共生に向けた事業推進に力を
そそいでまいります。

11月28日、
12月5,12,19,26日

モデル日本語講座支援

オアパ―キッズハロウィン
協働・参加

9月26日
10月17日

外国人市民
コロナワクチン

接種支援

中止となった
小学生海外派
遣の代替事業
として、中部
国際空港、米
国領事館訪問
を実施。

10月31日




